
有
資
格
者
社
会
復
帰
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
す

問 

伊
奈
庁
舎
地
域
推
進
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
３
０
１
）

募　集

　

働
き
た
い
と
希
望
を
持
ち
つ
つ

も
、
育
児
や
引
越
し
な
ど
の
理
由
で

現
場
を
離
れ
た
こ
と
で
、
再
就
職
に

不
安
を
持
つ
有
資
格
者
の
方
に
、
実

習
の
場
を
提
供
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
お
子
さ
ん
が
い
る
方
は
一
時

保
育
も
あ
り
ま
す
。

▼
実
施
日
＝
令
和
３
年
２
月
末
ま
で

　
の
月
～
金
曜
日
か
ら
ご
希
望
く
だ

　
さ
い
。

※
年
末
年
始
、土・日・祝
日
を
除
く
。

※
幼
稚
園
の
場
合
は
冬
休
み
（
12
月

25
日
㈮
～
令
和
3
年
１
月
7
日
㈭
）

も
除
く
。

▼
時
間
＝
保
育
所
（
園
）：
午
前
９

　
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
幼
稚
園
：
午
前
９
時
30
分
～
午
後

　
２
時
30
分

※
一
時
保
育
を
利
用
す
る
場
合
は
、

セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
前
後
30
分
程
度
の

手
続
き
時
間
を
要
し
ま
す
。

▼
場
所
＝
市
内
６
保
育
所
（
園
）
お

　
よ
び
３
幼
稚
園
か
ら
選
べ
ま
す
。

　
可
能
な
限
り
、
申
込
者
の
希
望
先

　
と
受
け
入
れ
態
勢
を
調
整
し
た
う

　
え
で
機
会
を
設
定
し
ま
す
。

　
〇
伊
奈
第
１
保
育
所	

　
〇
伊
奈
第
２
保
育
所	

　
〇
谷
和
原
第
１
保
育
所	

　
〇
谷
和
原
第
２
保
育
所	

　
〇
ふ
れ
あ
い
第
１
保
育
園	

　
〇
ふ
れ
あ
い
第
２
保
育
園

　
〇
す
み
れ
幼
稚
園

　
〇
わ
か
く
さ
幼
稚
園

　
〇
谷
和
原
幼
稚
園

▼
内
容
＝
各
施
設
で
の
保
育
・
教
育

　
実
地
体
験

▼
対
象
者
＝
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼

　
稚
園
教
諭
免
許
を
所
持
し
、
再
就

　

職
を
希
望
す
る
市
内
在
住
の
方

　
（
性
別
・
年
齢
不
問
）

▼
参
加
費
（
給
食
費
）

　
○
保
育
所
（
園
）：
２
７
０
円

　
○
幼
稚
園
：
２
５
０
円

▼
一
時
保
育
＝
満
１
歳
～
未
就
学
児

　
対
象
。
一
時
保
育
利
用
料
が
か
か

　
り
ま
す
。
一
時
間
あ
た
り
の
金
額

　
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
○
３
歳
未
満
：
３
０
０
円

　
○
３
歳
以
上
：
２
０
０
円　

※
別
途
給
食
費
２
５
０
円

○
一
時
保
育
を
利
用
す
る
場
合
の
実

　
習
先
は
谷
和
原
第
２
保
育
所
ま
た

　
は
谷
和
原
幼
稚
園
に
な
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法
＝
申
込
用
紙
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
メ
ー
ル
ま
た
は
地
域
推
進
課
ま
で

　
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

　
申
込
用
紙
は
地
域
推
進
課
に
用
意

　
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
込
締
切
＝
参
加
希
望
日
の
40
日
前

▼
応
募
先
＝
〒
３
０
０
‐
２
３
９
５　

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
福
田
１
９
５

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
地
域
推
進
課　

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
58
‐
５
６
１
１

   chiiki01@city.tsukubam
irai.lg.jp

問  

谷
和
原
庁
舎
生
活
環
境
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
３
０
６
）

も
み
が
ら
焼
き
の
際
は
周
辺
環
境
に
配
慮
を

　

稲
刈
り
が
終
わ
る
と
燻く
ん
た
ん炭
を
作
る

な
ど
の
目
的
で
、「
も
み
が
ら
焼
き
」

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
し
か
し
、
毎
年
も
み
が
ら
焼
き
に

伴
う
煙
や
臭
い
に
関
す
る
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

も
み
が
ら
焼
き
を
す
る
際
に
は
、

「
住
宅
地
周
辺
で
燃
や
さ
な
い
」「
風

向
き
に
注
意
す
る
」
な
ど
、
周
囲
に

住
む
方
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
十

分
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

環境・くらし

立
浪
部
屋
力
士
の
皆
さ
ん
が

小
田
川
市
長
を
表
敬
訪
問

　
大
相
撲
・
立た
つ
な
み浪

部
屋
の
３
人
の
関

取
の
皆
さ
ん
が
８
月
11
日
、
小
田
川

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
立
浪
親
方
、
明め
い
せ
い生
関
、

豊ほ
う
し
ょ
う
り
ゅ
う

昇
龍
関
、
天あ

く

あ
空
海
関
が
、
立
浪

部
屋
関
東
後
援
会
の
皆
さ
ん
と
来

庁
。
十
両
優
勝
の
喜
び
と
勝
ち
越
し

を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

７
月
場
所
千
秋
楽
の
８
月
２
日
、

十
両
は
10
勝
５
敗
で
並
ん
だ
６
人
に

よ
る
優
勝
決
定
戦
で
、
明
生
関
が
頂

点
に
立
ち
ま
し
た
。
初
戦
を
勝
っ
た

３
人
に
よ
る
「
と
も
え
戦
」
と
な
っ

た
決
勝
戦
で
、
明
生
関
は
同
じ
立
浪

部
屋
の
豊
昇
龍
関
、
天
空
海
関
を
連

破
。
こ
れ
に
よ
り
明
生
関
は
来
場
所

の
再
入
幕
を
確
実
に
し
て
い
ま
す
。

　
明
生
関
は
「
自
身
の
最
高
位
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
」、
豊
昇
龍
関
は

「
勝
ち
越
し
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」、

天
空
海
関
は
「
茨
城
出
身
の
力
士
と

し
て
、
名
前
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ

来
場
所
に
向
け
た
意
気
込
み
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
来
場
所
で
の
さ
ら

な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▶
立
浪
部
屋
力
士
の
活
躍
を
記
念
し
て
、
伊

奈
庁
舎
入
口
で
は
立
浪
部
屋
特
集
の
展
示
を

し
て
い
ま
す
（
展
示
の
前
で
記
念
撮
影
）

（左から）天空海関、豊昇龍関、市長、立浪親方、明生関

▲サイン入り手形も
寄贈いただきました

明生

豊昇龍天空海
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